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状の出現、重症の場合にはアナフィラキシーに至る
こともある2）。近年、食物アレルギーの分類として
クラス 1およびクラス 2食物アレルギーという概念
が提唱されている2）。クラス 1食物アレルギーは食
物アレルゲンに消化管で感作され、同じアレルゲン
が消化管で吸収されたときに症状を誘発する。一方
クラス 2食物アレルギーは花粉やラテックスなどの
暴露により皮膚や気道で感作され、それらと相同性
のある食物が経口で摂取されて症状を誘発する2）。
現在 OASの in vitro検査として血清中の抗原特異的
IgE 抗体の検出が行われているが、CAP RAST
は じ め に
　近年、成人の食物アレルギーの増加が報告されて
いる。中でも吸入された花粉と経口摂取した果物・
野菜・ナッツなどとの関連が報告されており花粉・
食物アレルギー症候群（pollen-food allergy synd-
rome : PFAS）あるいは口腔アレルギー症候群（oral 
allergy syndrome : OAS）と呼ばれ注目されている1）。
これは食物摂取時に口腔粘膜で吸収されたアレルゲ
ンが口唇・口腔局所の痒み、浮腫、咽喉頭浮腫など
の口腔咽頭症状を誘発し、時に消化器症状や皮膚症
CRD （Component-resolved Diagnostics）を用いた 
口腔アレルギー症候群患者のアレルゲン解析
阿　部　弘　子　　　額　賀　優　江　　　新　妻　知　行 
小田原　雅　人
東京医科大学内科学第三講座
【要旨】　食物アレルギーに対して現在一般的に行われている粗抽出抗原を用いたアレルギー検査は感度
が高いが特異度が低いという欠点がある。アレルギーコンポーネントに対する特異的 IgE抗体測定を行
うことによりアレルギー患者の感作状況や臨床病態の把握ができるようになってきている。食物アレル
ギーの一つである口腔アレルギー症候群（Oral Allergy Syndrome : OAS）患者 13例について Immuno-
CAP ISAC （Immuno Solidphase Allergen Chip）を用いて 103コンポーネントの解析を行い、OAS患者の
感作パターンを検討した。OAS患者 13例中 12例（92.3%）がシラカンバの主要アレルゲン Bet v 1、ハ
シバミの Cor a 1.0101に陽性、ハンノキの Aln g 1に 11例（84.6%）が陽性を示し、これらは PR-10
（Pathogenesis-Related Protein-10）蛋白である。食物ではバラ科の果物であるリンゴのMal d 1に 12例
（92.3%）、モモの Pru p 1に 10例（31.5%）が陽性を示しこれらも PR-10蛋白である。またシラカンバ
の Bet v 2に陽性を示した 3例すべてにおいてオリーブの Ole e 2、トウダイグサのMer a 1、ラテックス
の Hev b 8にも陽性を示し、これらはプロフィリンである。
　ImmunoCAP ISACの結果より OAS患者において PR-10蛋白に感作されている群とプロフィリンに感
作されている群に大別されることが示された。コンポーネントレベルで一度に網羅的にアレルゲンを検
出できる ImmunoCAP ISACは共通抗原性による感作パターンの把握が可能であり、適切な食物除去療
法を行う上でも有用と考えられた。
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（Radioallergosorbent Test）などの多くの検査は食物
や花粉などからの粗抽出抗原を用いている。しかし
OASの原因となる食物抗原には加熱抽出過程に抗
原性が失活しやすい不完全抗原が多く粗抽出抗原を
用いた測定では抗体が検出しにくいとの問題もあ
る。近年、精製タンパクやリコンビナントタンパク
であるアレルゲンコンポーネントを用いた特異的
IgE抗体の測定が食物アレルギーの原因食物の同定
精度を上げるのではないかと注目され、Compornent 
resolved diagnostics （CRD）と呼ばれている3-9）。OAS
の発症は IgE抗体を介した I型アレルギーと考えら
れており、花粉と食物との共通抗原としてシラカン
バの主要アレルゲンである Bet v 1とプロフィリン
の Bet v 2が挙げられている11）。今回、OASに関連
する花粉や食物のアレルギーコンポーネントを用い
て網羅的に特異的 IgE抗体を検出することのできる
ImmunoCAP ISAC（Immuno Solidphase Allergen 
Chip）を使用することにより共通抗原性や感作パ
ターンを検討した。
対象および方法
対象
　対象は東京医科大学病院アレルギー（喘息）内科
通院中の病歴より OAS症状を呈する年齢 19歳から
50歳（平均年齢 35.15歳）の 13例、性差は男性 1例、
女性 12例である。合併しているアレルギー疾患は
気管支喘息 9例（69.2%）、アレルギー性鼻炎 1例
（7.7%）、アトピー性皮膚炎 2例（15.4%）、花粉症
10例（76.9%）であった。OASの診断は、食物を
食べることによる口腔内や咽喉頭部の掻痒感や違和
感・腫脹、口唇腫脹の有無、その他消化器症状、皮
膚症状などの出現の有無と原因食品、また各食物に
ついて出現する症状の相違、更に花粉症症状の有無
を問診した。
　出現する症状ではアレルゲンとの直接的接触症状
と考えられる口腔咽頭症状 10例（76.9%）と最も
多く見られた。次いで消化器症状 5例（38.5%）、
皮膚症状 4例（30.8%）と続き、目や鼻の花粉症症状、
呼吸器症状も見られた。またアナフィラキシーにま
で至った症例も 1例（2エピソード）認めた。症状
の詳細な内訳では口腔症状では咽頭の痒み・違和感・
腫脹はほとんどの例で認められ、口唇の腫脹も多く
見られた。消化器症状では嘔気と下痢が多く、皮膚
症状では蕁麻疹・皮膚掻痒感が多かった。眼および
鼻症状は眼瞼浮腫やくしゃみ・鼻汁であり、呼吸器
症状では呼吸困難などがみられた。
方　　　法
　ImmunoCAP RAST （Phadia, Upsala, Sweden）: アレ
ルゲン─ヒト特異的 IgE─酵素標識抗ヒト IgE抗体
（マウス抗ヒト IgEモノクローナル抗体）という反
応を用いる蛍光酵素免疫測定法（Fluorescence-
Enzyme Immunoassay : FEIA）を原理としている。
測定対象アレルゲン（粗抽出抗原及びアレルゲンコ
ンポーネント）を結合したスポンジ上で検体中のヒ
ト特異的 IgEを反応させ、さらに酵素標識抗ヒト
IgE抗体を結合させることにより、被検検体中の特
異的 IgEを測定するキットである。固相に表面積が
大きい多孔性のスポンジを採用して過剰量のアレル
ゲンを結合させることにより、高感度、広測定域で
血中アレルゲン特異的 IgEを測定する。
　検体は、カバノキ科花粉と OASの原因食物とし
て頻度の高いバラ科や非バラ科の果物、野菜、ナッ
ツなどの粗抽出抗原に対する特異的 IgE抗体を
ImmunoCAP RASTを用いて測定し 0.70 UA/ml（class 
2）以上を陽性とした。
　ImmunoCAP ISAC（Phadia, Upsala, Sweden）12）: タ
ンパクチップ基板上にコンポーネントを結合させ、
少量の検体で多くのアレルゲンコンポーネントに対
する特異的 IgE抗体を網羅的に検索することができ
る検査である。この技術の基本は蛍光標識したプ
ローブを用いる直接蛍光測定法で少量の試料により
多数の項目を検出することが可能である。光学顕微
鏡のスライドガラスに特殊な加工を施しタンパク質
が共有結合可能な活性化官能基を導入し、各コン
ポーネントの溶液を約 1 nL添加しコンポーネント
を固相化する。1枚のスライドには 4検体分のチッ
プが搭載され、1つのチップには吸入性、食物性ア
レルゲンなど 103種類のコンポーネントが固相化さ
れている。このチップに血清または血漿 20 μLを添
加し室温で 2時間、専用のチェンバー中でインキュ
ベートする。この反応で検体中の特異的 IgE抗体と
コンポーネントの複合体を生成する。スライドを洗
浄緩衝液および蒸留水で洗浄後、蛍光標識抗ヒト
IgEモノクローナル抗体を 20 μL添加してスライド
上のコンポーネント─特異的 IgE抗体複合体を検出
する。再度スライド洗浄後、スライドを乾燥させ、
スキャナーで蛍光を測定し専用のソフトウェアを用
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いて結果を解析し各コンポーネントに対する特異的
IgE抗体の相対量を算出する。
　OAS患者 13例に対して ImmunoCAP ISACを用
いてアレルギーコンポーネントに対する特異的 IgE
抗体を測定し、4段階の class（0が陰性）で表記し
0.3 ISU（class 1）以上を陽性とした。
　また ImmunoCAP ISACは定量キットではなく定
性キットのため一致率を用いて従来の ImmunoCAP 
RASTと比較した。ImmunoCAP ISACの感度の評価
を粗抽出抗原とアレルゲンコンポーネントを用いて
行った ImmunoCAP RAST陽性例中の ImmunoCAP 
ISAC陽性例の割合を陽性一致率（Positive Percent 
Agreement : PPA）として算出し、特異度の評価を
ImmunoCAP RAST陰性例中の ImmunoCAP ISAC陰
性 例 の 割 合 を 陰 性 一 致 率（Negative Percent 
Agreement : NPA）として算出し評価した12）13）。
結　　　果
1.　原因食品（Table 1）
　問診にて聴取された OAS症状を生じた被疑食品
は果物が多く、次いで豆類、野菜、穀類であった。
果物のうちバラ科（リンゴ モモ サクランボ ナシ ビ
ワ イチゴ）と非バラ科（キウイ バナナ メロン マン
ゴー オレンジ イチジク グレープフルーツ）ではバ
ラ科の果物には全例が症状の出現を認めていた。バ
ラ科果物ではリンゴが 12例（92.3%）と最も多く
次いでモモ 8 例（61.5%）、非バラ科果物ではキウ
イ 7例（53.8%）と多かった。
2.　粗抽出抗原に対する ImmunoCAP RAST陽性
率（Fig. 1）
　植物ではシラカンバ、ハンノキの特異的 IgE抗体
は全例で 0.70 UA/ml（class 2）以上の陽性であった。
食物ではカバノキ科ハシバミ属のセイヨウハシバミ
の果実であるヘーゼルナッツの特異的 IgE抗体陽性
率が最も高く 92.3%、ピーナッツの特異的 IgE抗体
陽性率が 53.8%であったが問診上摂取食品の記載
にはなかった。次いでバラ科の果物であるモモの特
異的 IgE抗体陽性率が 84.6%、リンゴの特異的 IgE
抗体陽性率が 69.2%と高かった。
3.　アレルゲンコンポーネントを用いた Immuno-
CAP ISACの陽性率（Fig. 2）
　コンポーネント別でみると花粉ではシラカンバの
Bet v 1に対する特異的 IgE抗体陽性例は 92.3%、ハ
シバミの Cor a 1.0101でも 92.3%であった。またハ
ンノキの Aln g 1では 84.6%であり、カバノキ科花
粉の特異的 IgE抗体陽性率が高かった。食物ではバ
ラ科であるリンゴのMal d 1 に対する特異的 IgE抗
体陽性率は 92.3%と高く、モモの Pru p 1では 76.9%
であった。非バラ科の食物ではピーナッツの Ara h 
8、ヘーゼルナッツの Cor a 1.040に対する特異的
IgE抗体陽性率は 69.2%でありこれらはいずれも原
因植物タンパク質は PR-10（Pathogenesis-Related 
Protein-10）蛋白であった。また植物タンパク質が
プロフィリンであるシラカンバの Bet v 2に対する
特異的 IgE抗体陽性率は 23.1%であった。またリン
脂質転移タンパク質（Lipid Transfer Protein : LTP）
であるヨモギのArt v 3、モモのPru p 3、ヘーゼルナッ
ツの Cor a 8に対する特異的 IgE抗体陽例は認めな
かった。
　アレルゲンコンポーネントの症例ごとの比較を
Fig. 3に示した。Bet v 1陽性の OAS患者では Bet v 
1のホモログであるハンノキ・ハシバミの PR-10蛋
白、更にバラ科のリンゴ・モモ、またピーナッツ・
ヘーゼルナッツの PR-10蛋白に対しても陽性を示
す症例が多く認められた。また症例 No. 3・10のよ
Table 1.　Foods potentially causing OAS by interview
Food Number %
Apple （※） 12 92.3
Peach （※） 8 61.5
Kiwi 7 53.8
Cherry （※） 5 38.5
Pear （※） 5 38.5
Banana 4 30.8
Loquat （※） 3 23.1
Strawberry （※） 3 23.1
Melon 3 23.1
Soybean curd 2 15.4
Soy milk 2 15.4
Chocolate 2 15.4
Mango 1 7.7
Carrot 1 7.7
Orange 1 7.7
Ficus 1 7.7
Grapefruit 1 7.7
Kumquat 1 7.7
Potato 1 7.7
Soybean 1 7.7
Garlic 1 7.7
Olive oil 1 7.7
　※ Rosaceae
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うに PR-10蛋白に加えてシラカンバのプロフィリ
ンである Bet v 2にも陽性を示した症例では、Bet v 
2のホモログであるオリーブの Ole e 2、ラテックス
の Hev v 8にも陽性を示した。症例 No. 13では、
Fig. 2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2　Positive rates  （class≧1） of ImmunoCAP ISAC using allergen components
　　　 The positive rates of specific IgE antibodies against Bet v1 and Cor a 1.0101, the main allergens of the Betulaceae families, 
were high.　In foods, Mal d1 in apple and Pru p1 in peach, fruits of the Rosaceae families, and Cor a 1.040 in hazel nuts and 
Ara h8 in peanuts, fruits of the non-Rosaceae families, were associated with high positive rates of specific IgE antibodies.
Fig. 1 
 
 
 
 
pollen 
Fig. 1　Positive rates （class≧2） of ImmunoCAP specific IgE antibodies against crude antigens
　　　 In plants, the positive rate of specific IgE antibodies against Betula platyphylla and the Alnus japonica were 100%.　In foods, 
the positive rate of serum-specific IgE antibodies was highest for hazelnuts, the fruit of the common hazel, followed by peach, 
a fruit of the Rosaceae family. 
PR-10蛋白には陽性を示さず、プロフィリンのみに
陽性を示した。原因食物との関連を見ても PR-10
蛋白に陽性の症例は PR-10蛋白を含む食物に対し
症状を認めており、特にリンゴやモモにおいては検
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バノキ科のシラカンバ花粉はブナ目の花粉ハンノキ
花粉と交差反応することが知られている16）-18）。シ
ラカンバは本邦では北海道と本州高地に生育してお
り、本州では長野などの一部を除いては自生してい
ない。このため関東ではハンノキ花粉が重要な
OAS関連花粉と考えら、シラカンバ花粉の Bet v 1
と高い共通抗原性が報告されている17）18）。
　シラカンバ花粉の主要抗原である Bet v 1は食物
の感染防御蛋白の 1つの PR-10蛋白ファミリーに
属し強い相同性を持つことが知られている19）。一方
シラカンバの Bet v 2 はプロフィリンファミリーに
属し強い相同性を持つ。プロフィリンはすべての有
核細胞に見られるアクチン重合蛋白質であり植物界
に広く分布する11）20）。これらは加熱や消化酵素によ
り容易に失活するため、経口摂取では感作が起こり
にくく、気道からのある種の花粉に感作された場合
には、交差抗原を持つ食物を食べると OAS症状が
起こることがある11）20）。また LTPは植物の表層細胞
に分布し、脂質を輸送する蛋白質であり植物界に広
く分布する11）20）。LTPは一般的には消化耐性を持つ
経腸管感作によるアレルゲンで OASだけではなく
全身の重篤な症状を伴いやすいと言われてい 
る11）20）。しかし一部には花粉との交差反応を示唆す
る例の報告もある21）。
　今回我々は、OAS患者における花粉に対する感
作状況と食物との関連を最近開発された Immuno-
CAP ISACを用いてアレルゲンコンポーネントに対
査結果と一致して症状の出現する原因食品として高
率に認められた。プロフィリンに陽性の症例はオレ
ンジやグレープ、スイカのような PR-10蛋白を含
まない食物にも症状出現を認めていた。
　ImmunoCAP ISACの感度・特異度を評価した
（Table 2）。シラカンバ花粉、バラ科食物であるリン
ゴ・モモ、非バラ科食物であるピーナッツ・ヘーゼ
ルナッツにおける PR-10蛋白に対する従来の粗抽
出抗原を用いた ImmunoCAP RASTとの PPAは 70%
～100%であり、モモの LTPやピーナッツ・キウイ・
ダイズの貯蔵タンパクに対するNPAは 100%であっ
た。アレルゲンコンポーネントを用いた Immuno-
CAP RASTとの検討においてもシラカンバの Bet v 
1、Bet v 2、モモの Pru p 1、ピーナッツの Ara h 8・ヘー
ゼルナッツの Cor a 1といった PR-10蛋白に対する
PPAは 75%～100%、NPAも 100%であった。また
シラカンバのプロフィリンである Bet v 2において
も PPA 100%、NPA 100%であった。
考　　　察
　口腔アレルギー症候群は 1987年に Amlotら14）に
より初めて提唱され、その翌年 Ortolaniら15）は
OASと花粉症、特にシラカンバ花粉症との関連性
を報告した。それ以降、OASは花粉抗原と食物抗
原との共通抗原分子による即時型アレルギー反応と
考えられている1）。OASの原因果物・野菜の多くは
花粉と交差反応することが報告されている。またカ
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Tokyo Idai 02 1 Apple, Peach, Kiwi, Soybean, Pear, Cherry, Strawberry
Tokyo Idai 04 2 Apple, Peach, Soybean
Tokyo Idai 05 3 Apple, Peach, Kiwi, Pear, Cherry, Strawberry, Melon, Orange, Grape, Almond
Tokyo Idai 09 4 Apple, Peach, Kiwi, Pear, Cherry, Strawberry
Tokyo Idai 10 5 Apple
Tokyo Idai 13 6 Apple, Peach, Kiwi, Pear, Banana
Tokyo Idai 20 7 Apple, Peach
Tokyo Idai 23 8 Apple, Kiwi, Melon, Mango, Banana 
Tokyo Idai-26 9 Apple, Peach, Carrot, Banana
Tokyo Idai-27 10 Apple, Pear, Cherry, Melon, Watermelon
Tokyo Idai-40 11 Kiwi, Strawberry, Banana
Tokyo Idai-41 12 Apple, Peach, Kiwi, Pear, Cherry, Melon
Tokyo Idai-42 13 Apple, Strawberry, Banana
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Fig. 3.　Comparison of the Results of ImmunoCAP ISAC According to Patient
　　　 Patients with OAS who were positive for Bet v1 were also positive for plants and foods that contain PR-10 proteins, which 
are highly homologous with Bet v1.　Similarly, patients with OAS who were positive for Bet v2 were also positive for 
profilins.　As for the relation to causative food substances, symptoms seen in such patients were consistent with those 
caused by foods containing PR-10 proteins and foods containing profilins.
　　　 （　  is PR-10   is Profilin） 
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する特異的 IgE抗体を検出し、従来の粗抽出抗原を
用いた ImmunoCAP RAST検査結果では得られない
感作パターンを知ることにより花粉と原因食物との
共通抗原分子による交差反応による OASの発症機
序を検討した。
　今回対象とした OAS患者の全例でシラカンバ花
粉に陽性であり、ハンノキ花粉やハシバミ花粉と
いったカバノキ科花粉に対する陽性率も高かった。
またコンポーネント解析ではシラカンバ花粉の Bet 
v 1、ハンノキの Aln g 1、ハシバミの Cor a 1.0101
に対する特異的 IgE抗体陽性率も高くこれらは
PR-10蛋白である。これまでの報告と同様17）18）ハン
ノキ花粉のみならずブナ目カバノキ科のハシバミ花
粉もシラカンバ花粉と高い相同性を持つ PR-10蛋
白ファミリーに属し交差反応性・共通抗原性を持つ
ことが示唆された。シラカンバ花粉陽性例において
は Bet v 1と Bet v 2に対する特異的 IgE抗体陽性率
は 92.3%と 23.1%であり多くはBet v 1に陽性であっ
た。これは Shirasakiらの報告（CAP値 0.35を陽性
基準とし、Bet v 1 97.5%, Bet v 2 2.15%）と同様の結
果であり、北欧での調査結果（CAP値 0.35を基準
とし、スウェーデンでは Bet v 1 98% Bet v 2 12%、
フィンランドでは Bet v 1 100% Bet v 2 2%） とも類
似した結果であった22）23）。Bet v 2陽性例では全例で
オリーブの Ole e 2、トウダイグサのMer a 1、ラテッ
クスの Hev b 8にも陽性でありこれらはプロフィリ
ンファミリーとして相同性を有し共通抗原性を持つ
ことがわかっている2）3）。
　我々の対象とした OAS患者の臨床的特徴として
女性の頻度が有意に高い傾向が見られた。OASの
発症頻度には性差が見られないという報告もある
が、最近では女性に多いとする報告が多い24）25）。
OASが花粉症と関連して発症すること、花粉症が
女性に多いこと1）25）を考えると矛盾しない結果と言
Table 2.　Positive percent agreement （PPA） and negative percent agreement （NPA） of 
ImmunoCAP ISAC and ImmunoCAP RAST using crude antigens and allergen 
components
Crude ImmunoCAP
RAST vs
ImmunoCAPISAC
Component
ImmunoCAP
RAST vs
ImmunoCAPISAC
PPA （%） NPA （%） PPA （%） NPA （%）
Birch Bet v 1 92 - 100 100
Birch Bet v 2 23 - 100 100
Birch Bet v 4 0 -
Apple Mal d 1 88.9 0
Peach Pru p 1 81.8 0 90.9 100
Peach Pru p 3 0 100 - 100
Hazelnut Cor a 1 75 - 75 100
Hazelnut Cor a 8 0 - - 100
Hazelnut Cor a 9 0
Peanut Ara h 1 0 100
Peanut Ara h 2 0 100 - 100
Peanut Ara h 3 0 100
Peanut Ara h 8 71.4 40 100 100
Kiwi Act d 1 0 100
Kiwi Act d 2 0 100
Kiwi Act d 5 0 100
Kiwi Act d 8 33.3 100 20 100
Celery Api g 1 44.4 100 66.7 100
Soybean Gly m 4 - 44 89 100
Soybean Gly m 5 - 100
Soybean Gly m 6 - 100
東　京　医　科　大　学　雑　誌─ ─ 第 70巻　第 2号202
（　　）7
える。
　問診から得られた OASの原因食物としては過去
の報告と同様にバラ科食物が多く24）26）、バラ科食物
の中でもリンゴが最も多くついでモモであった。こ
れはリンゴが入手し易く広く食されていることも影
響していると思われる。今回の 1例（Case No. 13）
を除くすべてにおいて Bet v 1陽性であり、Bet v 1
陽性例におけるリンゴの主要抗原であるMal d 1、
モモの主要抗原である Pru p 1に対する特異的 IgE
抗体陽性率も高かった。これは Bet v 1、Mal d 1、
Pru p 1は PR-10ファミリーとして相同性が高いた
め、Bet v 1陽性はバラ科食物の OASと関連してい
ることが考えられた。非バラ科食物ではヘーゼル
ナッツの Cor a 1.0401に対する陽性率が高く、ヘー
ゼルナッツのアレルゲンの N-末端アミノ酸配列は
ヘーゼル花粉のアレルゲン Cor a 1と 72%の相同性
を示す PR-10蛋白ファミリーに属す Bet v 1同族体
であることで交差反応による共通抗原性を反映した
と考えられる。そのためバラ科食物だけではなく非
バラ科食物においても PR-10蛋白による OAS発症
と関連していると考えられた。Bet v 2陽性の 3例
（Case No. 3,10,13）では、プロフィリンファミリー
に属する Ole e 1、Mer a 1、Hev b 8 にも陽性であっ
た。この結果からも各アレルゲンのアミノ酸構成に
より高い相同性を有するタンパク質同士が交差反応
による共通抗原となって OASが発症していると考
えられた。また LTPに関しては、代表的なモモの
LTPである Pru p 3やヨモギの Art v 3が挙げられる
が、本研究において陽性例は見られず、この結果は
札幌と室蘭の例を調査した朝倉らの報告と同様の結
果であった27）。その他の代表的なアレルゲンコン
ポーネントファミリーである貯蔵タンパク質におい
ても陽性例は認めず、本邦においては LTPや貯蔵
タンパク質が関与する OAS発症は少ないと考えら
れた。これらの検査結果と問診より得られた OAS
の原因食品とを比較すると、バラ科果物であるリン
ゴ・モモにおいては検査結果と一致して高率に認め
られたが、ヘーゼルナッツやピーナッツは症状の出
現した食品として申告されていない。これはヘーゼ
ルナッツやピーナッツは生で食される機会が少ない
ことに起因すると思われる。症例No. 13はプロフィ
リンのみ陽性であり、リンゴ、イチゴ、バナナで症
状出現している。これはリンゴなどの食品中のプロ
フィリンにのみ反応していると思われる。
　今回我々は OAS患者におけるアレルゲン解析に
ImmunoCAP ISACを用いた。現行の ImmunoCAP　
RASTとの比較検討を ImmunoCAP ISACの感度を
PPA、特異度を NPAとして算出し評価した13）。シ
ラカンバやバラ科食物であるリンゴ・モモ、非バラ
科であるピーナッツ・ヘーゼルナッツの PR-10蛋
白に対する PPA・NPAどちらも高率であり Immu-
noCAP ISACは従来の ImmunoCAP RASTに劣らな
い感度・特異度であると考えられるが、キウイやセ
ロリに関しては PPAが低値であった。これは
ImmunoCAP ISACの場合、1アレルゲン原料から得
られるすべてのコンポーネントが搭載されていない
ためと、固相化コンポーネント量の違いに起因する
と考えられている28）。
　ImmunoCAP ISACは多項目を一度に網羅的に検
査することが可能であるため OAS患者において
Bet v 1と相同性を有する PR-10蛋白ファミリーの
関与する OASであるのか、Bet v 2と相同性を有す
るプロフィリンファミリーの関与する OASである
のかの鑑別に有用であった。更に ImmunoCAP ISAC
の結果より摂取可能な食品またその調理法や回避す
べきアレルゲンを推定することができ、一度の検査
で適切な食物除去に役立つと考えられた。また今後
の免疫療法への応用も期待される。
結　　　論
　今回 OAS患者を対象に行った ImmunoCAP ISAC
を用いたアレルゲンコンポーネント解析により、本
邦の OAS発症の多くはシラカンバ花粉の主要抗原
である Bet v 1と相同性の高い PR-10蛋白ファミ
リーに属する花粉抗原に感作されることで、同じ
PR-10蛋白ファミリーに属する食物性蛋白質との交
差反応により OASが惹起されると考えられ、少数
ではプロフィリンファミリーにおいても同様に
OAS発症に関与していると考えられた。このよう
に ImmunoCAP ISACは ImmunoCAP RASTとは違っ
て一度に網羅的にアレルゲンコンポーネント解析を
行えることにより、多数のアレルゲンに感作されて
いるアレルギー患者における交差反応性や共通抗原
性による感作パターンの把握に有用であり、食物除
去療法を行う上でも優れた検査であることが示され
た。
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Allergen Analysis by Component-resolved Diagnostics （CRD） 
in Patients with Oral Allergy Syndrome 
Hiroko ABE, Masae NUKAGA, Tomoyuki NIITSUMA, Masato ODAWARA
Third Department of Internal Medicine, Tokyo Medical University
Abstract
　　Allergy testing with the use of crude antigens extracted from food is now commonly performed to evaluate patients for food 
allergies, but has the drawback of high sensitivity and low specificity.　The measurement of specific immunoglobulin E anti-
bodies against allergy components has enabled us to understand the sensitization status and clinicohistopathological characteris-
tics of patients with allergic diseases.　We used ImmunoCAP ISAC® （an immunological solid-phase allergen chip） to analyze 
103 components and sensitization patterns in 13 patients with oral allergy syndrome （OAS）, a type of food allergy.　Of the 13 
patients with OAS, 12 （92.3%） tested positive for Bet v1 （the primary allergen of Betula platyphylla） and Cor a 1.0101 in Japa-
nese white birch, and 11 （84.6%） tested positive for Aln g1 in Alnus japonica.　These substances are classified as pathogenesis-
related protein 10 （PR-10 proteins）.　As for foods, 12 patients （92.3%） tested positive for Mal d 1 in apple （a fruit of the 
Rosaceae family）, and 10 （31.5%） tested positive for Pru p 1 in peach.　These substances are also classified as PR-10 proteins.　
All 3 patients with positive results for Bet v2 of Betula platyphylla were positive for Ole e2 in olive, Mer a1 in the Euphorbia-
ceae family, and Hev b8 in latex.　All of these substances are profilins.
　　The results of ImmunoCAP ISAC® showed that patients with OAS can be broadly divided into 2 groups : those sensitized 
to PR-10 proteins and those sensitized to profilins.　ImmunoCAP ISAC®, which enables allergens to be comprehensively 
detected at component levels on a single examination, can evaluate sensitization patterns associated with common types of anti-
genicity and is also useful for appropriate food avoidance therapy.
〈Key words〉: Oral allergy syndrome, PR-10 protein, Cross reaction, ImmunoCAP ISAC
